
2016

ニ
ッ
ポ
ン
人
の
旅
行

『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
』は
、

毎
年
１
万
５
０
０
０
人
の
国
内
宿
泊
旅
行
者
を
対
象
に

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
J
R
C
）が
行
っ
て
い
る

大
規
模
な
国
内
旅
行
市
場
動
向
調
査
。

そ
の
最
新
の
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
デ
ー
タ
も
活
用
し
な
が
ら
、

国
内
旅
行
市
場
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
読
み
解
い
て
い
く
。

『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
2
0
1
6
』ほ
か

各
種
デ
ー
タ
で
徹
底
検
証

増
え
続
け
る
独
身
一
人
旅
、

家
計
の
変
化
で
旅
行
自
粛
…
…
?
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調
査
の
意
義
は
、
日
ご
ろ
肌
感
覚
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
市
場
の
動
向
を
、
確
認
、

検
証
で
き
る
点
に
あ
る
。『
じ
ゃ
ら
ん
宿

泊
旅
行
調
査
』
で
は
今
年
も
、
旅
行
単
価

の
上
昇
や
１
人
旅
の
増
加
な
ど
、
市
場
の

ト
レ
ン
ド
を
感
じ
さ
せ
る
結
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
結
果
の

背
景
に
何
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

踏
み
込
め
れ
ば
、
よ
り
有
効
な
打
ち
手
へ

の
可
能
性
が
広
が
る
は
ず
だ
。
そ
こ
で
今

回
は
、
同
調
査
で
分
か
っ
た
国
内
旅
行
市

場
の
最
新
動
向
を
確
認
し
つ
つ
、
主
だ
っ

た
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
調
査
結
果

の
よ
り
細
か
い
分
析
や
、
他
の
調
査
結
果

も
交
え
つ
つ
、「
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
」

と
い
う
背
景
に
も
迫
っ
て
み
た
い
。

国
内
旅
行
の
最
新
動
向
と
、

そ
の
背
景
を
デ
ー
タ
で
探
る

はじめに国勢調査平成27年10月1日現在の人口速報集計
（総務省統計局発表）および1次調査結果を用いて、全国の
宿泊旅行者の母集団を推計した。次に、2次調査の集計・
分析にあたり、推計された宿泊旅行者の母集団における都
道府県別、性・年代別構成比に基づいてウェイトバックを行
い、構成比のずれを補正している。
また、60歳以上の登録モニター数が少ない県につい て、
60歳以上の家族と同居している登録モニターに代理回答
を実施、 2次調査の調査対象として追加した。

本調査の概要
調査名
調査方法
調査内容

調査対象
サンプル数

集計・分析
手法について

じゃらん宿泊旅行調査2016（2016年4月調査実施）

インターネット（一般パネル）による調査

昨年度1年間（2015年4月〜2016年3月）の国内宿泊旅行

（出張・帰省・修学旅行などを除く）の有無等について

全国20〜79歳の男女

15,584件（うち、同居家族モニター31件、旅行件数ベース

30,951件）

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目 

次

観
光
資
源
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
線
、
路
線
を
＂
変
え
る
＂

路
線
バ
ス
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
⋮

二
次
交
通
か
ら
み
る
地
方
創
生

16
河
瀬
直
美
、
ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ
、

み
う
ら
じ
ゅ
ん
に
訊
く
！

地
域
に
必
要
な
も
の
っ
て

な
ん
で
す
か
？
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん﹁jalan

﹂
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、﹁
道
﹂﹁
プ

ロ
セ
ス
﹂
の
意
味
で
す
。﹁jalan  jalan

﹂
で
、﹁
散

歩
す
る
﹂﹁
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
﹂﹁
旅
行
す
る
﹂

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

2016年9月号
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２
０
１
５
年
度
の
宿
泊
旅
行
実
施
率

（
１
年
間
に
宿
泊
旅
行
を
実
施
し
た
人

の
割
合
。
図
１
）
は
前
年
度
よ
り
微
減

の
56
・
４
％
。
東
日
本
大
震
災
後
の
２

０
１
２
年
度
に
次
ぐ
低
さ
で
、
10
年
前

と
比
べ
る
と
約
10
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
と

な
っ
た
。
性
・
年
代
別
で
は
20
〜
34
歳

女
性
の
減
少
幅
が
目
立
つ
が
、
実
施
率

自
体
は
６
割
以
上
と
こ
の
層
が
最
も
高

い
。
一
方
で
50
〜
79
歳
の
シ
ニ
ア
層
に

つ
い
て
は
今
回
も
減
少
し
、
こ
こ
10
年

で
約
10
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
た
。

　

実
施
率
低
下
の
反
面
、
宿
泊
旅
行
を

実
施
し
た
人
の
中
で
の
年
間
旅
行
回
数
、

宿
泊
旅
行
１
回
あ
た
り
の
宿
泊
数
は
ど

ち
ら
も
微
増
。
宿
泊
旅
行
に
行
く
人
は

減
っ
た
が
、
行
く
人
は
よ
り
多
く
、
長

く
旅
を
す
る
と
い
う
二
極
化
傾
向
が
今

年
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
延
べ
宿

泊
旅
行
者
数
は
１
億
５
３
１
３
万
人
回
、

延
べ
宿
泊
数
は
２
億
６
９
０
３
万
人
泊

と
な
り
、
前
年
度
比
５
・
９
％
増
と
な

っ
た
（
表
１
）。

　

さ
ら
に
１
回
の
宿
泊
旅
行
に
か
か
っ

た
費
用
の
全
旅
行
者
平
均
も
５
万
８
０

０
円
と
大
幅
増
（
図
3
）。こ
れ
に
よ
り
、

宿
泊
旅
行
に
か
け
ら
れ
た
費
用
総
額
も

前
年
度
比
４
・
４
％
増
の
７
兆
７
８
９

１
億
円
と
、
市
場
と
し
て
は

拡
大
す
る
結
果
に
な
っ
た

（
図
２
）。
個
人
旅
行
者
の
宿

泊
旅
行
１
回
あ
た
り
の
費
用

（
図
３
）
で
は
、
宿
泊
費
が

＋
８
０
０
円
、
交
通
費
が
＋

４
０
０
円
、
現
地
小
遣
い
が

＋
９
０
０
円
と
す
べ
て
の
項

目
で
増
加
。
現
地
で
の
消
費

行
動
（
図
４
）
で
は
、
朝
食
、

昼
食
、
夕
食
で
そ
れ
ぞ
れ
実

施
率
が
上
昇
し
、
単
価
も
前

年
度
に
引
き
続
き
高
い
水
準

を
保
っ
て
い
て
、
旅
先
で
の

食
消
費
の
旺
盛
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
国
内
旅

行
業
界
で
は
、
国
の
交
付
金
を
利
用
し

た
『
ふ
る
さ
と
割
』
が
話
題
と
な
っ
た

が
、
実
施
率
へ
の
影
響
は
小
さ
か
っ
た

も
の
の
、
旅
行
回
数
や
現
地
消
費
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
市
場
全
体
に

対
し
て
は
プ
ラ
ス
の
刺
激
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

回
数
、
単
価
の
上
昇
で

旅
行
者
減
で
も
市
場
は
拡
大

※体験・観光に関する5つの項目「各種体験プログラム
に参加」「観光施設に行く、遊ぶ」「スポーツ、アウトド
アを楽しむ」「健康・美容（立ち寄り温泉、エステ・マ
ッサージ）」「スポーツ観戦、コンサート、祭り」につい
ては、20の活動を5分類に括って算出した割合とな
っている。平均回数・金額も同様。

※「平均金額」は、「1回目に支払った大人1人分の金額」
の平均。「買い物」のみ、「1旅行中主な宿泊地で支払
った総額の大人1人分の金額」の平均。

※金額が0円のものは回数に含めない。
※推計消費額の算出方法は①回答者それぞれについ

て、各消費行動の回数×1回目の単価で各消費行動
の消費額を算出。②各消費行動の平均消費額を算
出。③全国の延べ宿泊旅行者数に各消費行動の実
施割合を乗じて各実施者数を算出。更に各行動の平
均消費額を乗じて、消費総額を推計。エリア内での
移動費用など上記の項目以外の消費行動や、周遊
先や移動中など主な宿泊エリア以外での消費行動
は含まれていないため、図2の「現地小遣い」（約2.5
兆円）とは値が異なる。また、四捨五入の関係で見か
け上の計算と合わない場合がある。

図4	 宿泊エリアでの消費行動
	 （宿泊プラン・ツアー以外で行ったこと、複数回答）と推計追加消費額

0 20 40 60（%）

飲
食

体
験
・
観
光

直売所や道の駅、
お土産物屋で買い物をする

-

5,610円

1.8回

890円

1.9回

1,480円

1.6回

990円

1.8回

3,110円

1.4回

4,430円

1.2回

2,510円

1.4回

3,580円

1.7回

4,710円

1.4回

1,880円

1.2回

5,780円

4,242億円 

514億円 

2,354億円 

625億円 

3,543億円 

738億円 

216億円 

1,178億円

574億円 

255億円

693億円 

7,775億円

4,242億円

2,915億円

推計追加消費額
平均回数
平均金額

買
い
物

	2015年度
	2014年度

21.4朝食を食べる

54.6昼食を食べる

24.2喫茶・スイーツを食べる

40.3夕食を食べる

7.4バーなどでお酒を飲む

5.1各種体験プログラムに参加

15.7観光施設に行く、遊ぶ

4.4スポーツ、アウトドアを楽しむ

6.2健康・美容（立ち寄り温泉、
エステ・マッサージ）

5.9スポーツ観戦、コンサート、祭り

何も実施しなかった 13.7

追加消費額の
前年差

+168億円 

+58億円 

+195億円 

+15億円 

+436億円 

+7億円 

-62億円 

+168億円

+72億円 

+49億円

+116億円 

49.4
49.0

20.4

52.1

24.2

38.7

7.0

5.1

16.2

4.5

6.0

5.3

15.7

14,932億円
総額

+1,224億円
前年差総額

全
国
の
20
〜
79
歳
の
う
ち
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
宿
泊
旅
行
を
し
て
い
る
の
か
？

１
回
あ
た
り
何
泊
く
ら
い
の
旅
行
を
し
、
い
く
ら
く
ら
い
使
っ
て
い
る
の
か
？

ま
ず
は
旅
行
市
場
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

実
施
率
ダ
ウ
ン
、回
数
・
単
価
は
ア
ッ
プ

﹁
行
く
人
は
行
く
﹂二
極
化
傾
向
は
今
年
も

旅行市場概観

201
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※集計データより、性・年代別に個人旅行とパック旅行の延べ宿泊者数、旅行費用の平均値(単価)を推計し、 性・年代別・手配方法(個人、パック)別に費用総額を算出 
※宿泊1回あたりの費用、宿泊先のエリアブロック別1回あたりの費用など、宿泊旅行に関する費用を総合的 に推計し、総額を算出

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

15年度

14年度

13年度

12年度

11年度

7兆7,891億円

7兆4,574億円

7兆3,120億円

6兆9,299億円

6兆8,562億円

4.4%

2.0%

5.5%

1.1%

-2.7%

前年比
（%）

図2	 宿泊旅行にかけられた費用総額

宿泊旅行にかけ
られた費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

0（%） 20 40 60 80 100

個人旅行			
6兆7,019億円（86.0％）

パック旅行
1兆872億円（14.0％）

宿泊費
2兆2,611億円（29.0％）

交通費
2兆1,702億円（27.9％）

現地小遣い
2兆6,054億円（33.4％）

パック費
7,523億円（9.7％）

7兆7,891億円（100.0％）

※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは…… データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
 ここでは、全体の上下合計0.5％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

宿泊＋交通
30,800円

現地小遣い
16,000円

総額
46,800円

宿泊＋交通
33,800円

現地小遣い
17,000円

宿泊＋交通
32,800円

現地小遣い
16,400円

総額
50,800円

総額
49,200円

前年差
+1,600円

宿泊＋交通
30,600円

現地小遣い
17,000円

総額
47,600円

宿泊＋交通
29,800円

現地小遣い
16,800円

総額
46,600円

15年度

14年度

13年度

12年度

11年度

0 0 020,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000（円） 60,000（円） 60,000（円）

宿泊費
14,600円

交通費
14,000円

現地小遣い
16,200円

総額
44,800円

全旅行者 個人旅行 パック旅行

図3	 1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり）※全国0.5％トリム平均

パック費
40,400円

現地小遣い
21,700円

総額
62,100円

パック費
43,500円

現地小遣い
22,400円

総額
65,900円

前年差
-700円

パック費
47,000円

現地小遣い
20,900円

総額
67,900円

パック費
46,600円

現地小遣い
22,100円

総額
68,600円

パック費
42,400円

現地小遣い
22,600円

総額
65,000円

総額
44,300円

宿泊費
14,800円

交通費
14,300円

現地小遣い
15,200円

前年差
+2,000円

宿泊費
16,500円

交通費
15,800円

現地小遣い
16,600円

宿泊費
15,700円

交通費
15,400円

現地小遣い
15,700円

総額
45,400円

宿泊費
14,700円

交通費
14,300円

現地小遣い
16,300円

総額
48,800円

総額
46,800円

※推計値（太字）の算出は四捨五入していない実データで行った。「宿泊旅行実施者の１回の旅行あたり平均宿
泊数」については今年度から集計方法を変更。そのため、*印部分の数値については前年度までとの比較はで
きない（前年度までの数値は参考値として掲載）

表1	 全国の宿泊旅行の実態

9,646 

57.6 

5,561	

2.64 

14,686	

1.63 

23,987	

14年度15年度 13年度 12年度 11年度

=

×
宿泊旅行実施者の
年間平均旅行回数（回）

延べ宿泊旅行者数（万人回）

宿泊旅行実施者の１回の
旅行あたり平均宿泊数（泊）

延べ宿泊数（万人泊）

9,557 

57.5 

5,491	

2.84 

15,599 

1.60 

24,972

9,598 

55.8 

5,354	

2.71 

14,505 

1.61 

23,445	

各年10月1日現在
人口推計（万人）

×
9,520 

56.9 

5,420	

2.79 

15,110 

1.68＊ 

25,397

9,498

56.4 

5,358	

2.86 

15,313 

1.75＊ 

26,903

=

宿泊旅行実施率（％）

実宿泊旅行者数（万人）

×

=

× ××× ×

= === =

× ××× ×

= === =

× ××× ×

= === =

0 0 0 020 20 20 2040 40 40 4060 60 60 6080% 80% 80% 80%

図1	 宿泊旅行実施率（性・年代別）

全体 20〜34歳 35〜49歳 50〜79歳

15年度

14年度

13年度

12年度

11年度

10年度

09年度

08年度

07年度

06年度

56.9%

56.4%

57.5%

55.8%

57.6%

56.7%

60.3%

63.1%

63.8%

64.7%

52.8%
62.3%

57.2%
64.0%

53.2%
61.3%

57.0%
65.0%

60.6%
66.8%

61.8%
66.3%

61.0%
67.1%

64.3%
54.1%

61.9%
53.8%

64.0%
51.3%

男性

53.7%
55.3%

53.4%
54.8%

53.1%
56.3%

51.8%
53.7%

53.0%
55.9%

53.6%
53.6%

56.9%
57.8%

59.6%
58.7%

60.1%
58.9%

60.4%
61.5%

56.2%
58.5%

55.6%
58.6%

57.6%
60.3%

54.4%
59.0%

55.9%
60.2%

55.1%
61.2%

59.9%
63.1%

63.2%
66.5%

64.7%
67.3%

64.8%
69.2%

女性
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旅
行
の
際
に
利
用
さ
れ
た
宿
泊
施
設

で
は
、
今
年
度
も
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が

好
調
。
前
年
度
に
20
％
を
超
え
、
今
回

は
長
年
ト
ッ
プ
の
座
に
あ
っ
た
旅
館
に

迫
る
勢
い
だ（
表
２
）。目
的
地
ま
で
の

交
通
手
段
（
一
次
交
通
）
に
つ
い
て
は
、

自
家
用
車
が
引
き
続
き
ト
ッ
プ
だ
が
経

年
で
は
減
少
傾
向
。
逆
に
飛
行
機
は
今

年
も
増
加
傾
向
が
続
い
た
（
表
３
）。

　

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
（
図
５
）
は
全

体
で
前
年
度
比
２
０
３
万
人
増
と
や
や

持
ち
直
し
。
性
・
年
代
別
で
は
20
〜
34

歳
の
男
女
で
減
少
し
て
い
る
が
、
２
０

１
０
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
比
較
で
は
、

人
口
減
よ
り
旅
行
者
減
の
方
が
少
な
い

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
伸
び
幅
が
最

も
大
き
い
の
は
35
〜
49
歳
男
性
だ
っ
た
。

　

宿
泊
旅
行
の
同
行
者
（
図
６
）
で
は
、

今
回
も
１
人
旅
の
伸
び
が
顕
著
。
調
査

開
始
時
（
２
０
０
４
年
度
）
に
は
10
・

５
％
だ
っ
た
の
が
、
今
回
は
17
・
５
％

ま
で
伸
び
て
い
る
。
と
く
に
20
〜
34
歳

の
男
性
で
は
１
人
旅
が
４
分
の
１
以
上

を
占
め
て
い
る
が
、
注
目
は
、
延
べ
宿

泊
旅
行
者
数
で
も
大
き
く
伸
び
た
35
〜

49
歳
男
性
。
従
来
こ
の
層
で
は
小
学
生

以
下
の
子
連
れ
家
族
旅
行
が
最
多
だ
っ

た
が
、今
回
は
同
26
・
１
％
に
対
し
、１

人
旅
も
24
・８
％
と
肉
薄
し
た
。　

宿
泊

旅
行
の
目
的（
図
７
）は
、今
年
も「
美

味
し
い
も
の
」が
ト
ッ
プ
。「
宿
で
の
ん

び
り
」「
温
泉
や
露
天
風
呂
」も
伸
び
て

い
て
、
１
旅
行
当
た
り
の
単
価
ア
ッ
プ

と
の
関
連
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
人
気
の
一
方

温
泉
、
宿
で
の
ん
び
り
派
も

宿
泊
旅
行
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
誰
と
、
ど
ん
な
旅
を
し
て
い
る
の
か
？

こ
こ
で
は
そ
ん
な
「
旅
の
ス
タ
イ
ル
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
ご
紹
介
す
る
。

と
く
に
目
立
つ
の
は
、
引
き
続
き
伸
び
続
け
て
い
る
「
１
人
旅
」
だ
。

一
人
旅
は
調
査
開
始
以
来
11
年
連
続
増

ヤ
ン
グ
男
性
ほ
か
ミ
ド
ル
男
性
で
も
顕
著
な
伸
び

旅のスタイル

（%）

（%）

201
6

22.2	
22.0	
21.1	

22.5	
21.7	
21.2	

22.8	
19.8	
21.6	

旅館
ビジネスホテル
リゾートホテル

ビジネスホテルは今年も続伸。2010年度には旅館と7ポイント差があ
ったがほぼ同率まで迫っている

15年度 14年度 13年度

表2	 宿泊施設のタイプ（単一回答）
	 ※ベース：宿泊旅行件数

1

2

3

41.0	
20.4
19.6	

41.2	
19.9	
19.3	

42.5	
19.0	
18.8

自家用車
飛行機
新幹線・特急列車

飛行機の内訳は、日本航空や全日空の飛行機15.8%、LCC3.5%、そ
の他飛行機1.1%。昨年度と比べてLCCが0.5ポイントアップ

15年度 14年度 13年度

表3	 目的地までの交通手段（単一回答）
	 ※ベース：宿泊旅行件数

1

2

3

7,562万人（49.4%） 7,751万人（50.6%）

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

男性 女性

男女比
図5	 延べ宿泊旅行者数の構成（推計）

年齢比&男女比

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

3,172万人（20.7%） 3,951万人（25.8%） 8,190万人（53.5%）
2,128万人
（13.9%）

1,545万人
（10.1%）

1,627万人
（10.6%）

4,301万人
（28.1%）

3,889万人
（25.4%）

1,823万人
（11.9%）

3,313万人（22.6%） 3,614万人（24.6%） 7,760万人（52.8%）
1,902万人
（13.0%）

1,608万人
（11.0%）

1,705万人
（11.6%）

4,158万人
（28.3%）

3,601万人
（24.5%）

1,711万人
（11.7%）

3,097万人（21.4%） 3,533万人（24.4%） 7,874万人（54.3%）
1,864万人
（12.9%）

1,450万人
（10.0%）

1,648万人
（11.4%）

4,331万人
（29.9%）

3,543万人
（24.4%）

1,669万人
（11.5%）

3,316万人（21.3%） 3,889万人（24.9%） 8,394万人（53.8%）
2,038万人
（13.1%）

1,537万人
（9.7%）

1,779万人
（11.4%）

4,453万人
（28.7%）

3,941万人
（25.4%）

1,851万人
（11.9%）

3,245万人（21.5%） 3,804万人（25.2%） 8,061万人（53.4%）
2,028万人
（13.4%）

1,553万人
（10.3%）

1,691万人
（11.2%）

4,266万人
（28.2%）

3,795万人
（25.1%）

1,776万人
（11.8%）

20〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

14年度

15年度

13年度

12年度

11年度 延べ宿泊旅行者
1億4,686万人

延べ宿泊旅行者
1億4,505万人

延べ宿泊旅行者
1億5,599万人

延べ宿泊旅行者
1億5,110万人

延べ宿泊旅行者
1億5,313万人

15年度	全体

14年度 全体

13年度 全体

12年度 全体

11年度 全体

10年度 全体

09年度 全体

08年度 全体

07年度 全体

06年度 全体

図6	 宿泊旅行の同行者（単一回答）		※ベース：宿泊旅行件数

1.7

1.4

2.2

1.8

2.2

1.9

2.2

1.8

2.1

2.0

0.4

0.7

0.5

1.1

1.4

小学生以下子連れ家族旅行……小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行……中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行……職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下の子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

一人旅
恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行 団体旅行 その他

女性

男性

女性

男性

女性

12.5 5.815.39.37.63.612.024.27.4

12.0 6.115.99.37.23.712.423.87.3

11.2 5.716.49.57.13.512.824.07.7

13.1 4.715.39.07.87.2 24.4 12.8 3.9

14.1 4.514.38.88.07.4 24.5 12.6 4.0

14.5 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

12.9 5.215.29.37.73.712.424.37.4

15.4 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5 3.313.28.48.57.0 25.3 11.2 4.2

11.7 1.78.85.012.16.828.419.05.5

14.3 11.514.418.0 14.8 18.74.5 2.8

19.2 4.911.19.14.55.93.736.53.7

34.02.212.3 2.52.015.716.16.94.53.7

0.3

28.8 16.8 4.817.32.511.08.89.0

24.8 3.88.01.98.24.526.114.57.6

0.6

図7	 宿泊旅行の目的（複数回答）		※ベース：宿泊旅行件数

0 010 1020 2030 3040 40（%） （%）

地元の
美味しいものを食べる

温泉や露天風呂

宿でのんびり過ごす

名所、旧跡の観光

まちあるき、都市散策

テーマパーク（遊園地、
動物園、博物館など）

友人・親戚を訪ねる

買い物、アウトレット

花見や紅葉などの
自然観賞

お祭りやイベントへの
参加・見物

ドライブ・ツーリング

アウトドア（海水浴、
釣り、登山など）

スポーツ観戦や
芸術鑑賞（コンサート等）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

その他スポーツ
（ゴルフ、テニスなど）

各種体験（手作り、
果物狩りなど）

その他

15年度 14年度 13年度 12年度 11年度

34.2

4.7
5.2
5.3

19.1
17.8
17.7

30.5
29.3

30.3

7.1
6.7
6.9

28.5
27.9
28.1

13.5
13.3
13.3

33.1
33.2
33.7

9.5
9.9
10.2

34.8
34.3

35.1

4.2
4.3
4.5

1.5
1.4
1.3

2.8
2.4
2.3

2.0
1.6
1.8

6.4
5.3

6.2

6.3
6.1
5.6

32.8

6.2
6.6

35.5
35.6

5.5
5.4

4.8
5.0

30.3
31.2

27.6
27.8

4.7
4.9

17.5
18.1

2.5
2.2

1.8
1.8

15.9
14.5
14.2
14.1

13.6

13.9
14.5
14.1

13.7
14.0

1.3
1.4

12.7
12.9

5.4
5.3

9.1
9.0

（%）
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宿
泊
旅
行
者
の
増
加
率
を
都
道
府
県

別
に
比
較
す
る
と
（
表
４
）、
最
も
大

き
く
伸
び
た
の
は
富
山
県
。
９
位
に
石

川
県
も
入
っ
て
い
て
、
２
０
１
５
年
３

月
に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
の
影
響
は

明
ら
か
だ
。ブ
ロ
ッ
ク
別
の
増
減
数（
表

５
）
を
見
て
み
て
も
、
甲
信
越
・
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
旅
行
者
が
前
年
度
比
１

６
１
万
人
と
と
び
ぬ
け
て
多
い
。
居
住

ブ
ロ
ッ
ク
は
旅
行
者
の
居
住
地
、
つ
ま

り
旅
行
者
が「
ど
こ
か
ら
出
か
け
た
か
」

を
示
し
て
い
る
が
、
と
く
に
目
立
つ
の

は
関
東
か
ら
甲
信
越
・
北
陸
の
流
入
。

こ
の
こ
と
も
、
東
京

−

金
沢
間
を
結
ん

だ
北
陸
新
幹
線
効
果
を
如
実
に
物
語
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
次
交
通
の
変

化
が
宿
泊
旅
行
者
の
増
減
に
与
え
る
影

響
の
大
き
さ
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
形
で
、
今
後
は
、
こ
の
春
開
業
し

た
北
海
道
新
幹
線
の
影
響
に
も
注
目
が

集
ま
り
そ
う
だ
。
な
お
、
増
加
率
４
位

の
埼
玉
県
、
７
位
の
茨
城
県
、
12
位
の

滋
賀
県
、
13
位
の
奈
良
県
な
ど
、
東
京
、

大
阪
の
近
郊
エ
リ
ア
で
宿
泊
旅
行
者
数

が
増
え
て
い
る
の
も
一
つ
の
傾
向
。
東

京
、
大
阪
と
い
え
ば
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
急
増
に
よ
る
宿
の
取
り

に
く
さ
や
宿
泊
費
高
騰
の
問
題

も
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
と
の

関
係
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

都
道
府
県
別
総
合
満
足
度
ラ

ン
キ
ン
グ
（
表
６

−

１
）
で
は
、

調
査
開
始
以
来
１
位
の
沖
縄
県

が
今
年
も
ト
ッ
プ
を
キ
ー
プ
。

今
年
も
９
割
以
上
と
い
う
圧
倒

的
な
支
持
を
集
め
た
。
一
方
で
２
位
の

愛
媛
県
（
前
年
度
29
位
）、
６
位
の
高

知
県（
同
32
位
）、９
位
の
和
歌
山
県（
同

21
位
）
な
ど
、
急
上
昇
に
よ
る
ラ
ン
ク

イ
ン
を
果
た
し
た
県
も
あ
る
。
な
お
、

総
合
満
足
度
と
テ
ー
マ
別
の
満
足
度

（
表
６

−

２
）
の
関
係
を
分
析
し
て
み

る
と
、
最
も
高
い
相
関
が
あ
っ
た
の
は

「
特
産
品
や
土
産
物
」。
次
に
「
宿
泊
施

設
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
食
」
と
続

く
。
総
合
的
な
満
足
度
は
、
そ
の
後
の

リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が
る
重
要
な
指
標
だ

が
、
魅
力
的
な
特
産
品
や
土
産
物
の
開

発
は
満
足
度
ア
ッ
プ
の
糸
口
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
み
る
価
値
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
一
方
で
、「
現
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
」
は
総
合
的
な
満
足
度
と
の
相
関

が
非
常
に
低
く
、
ア
ク
セ
ス
の
良
し
悪

し
と
満
足
度
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い

こ
と
も
わ
か
る
。

　

そ
の
他
、
テ
ー
マ
別
の
評
価
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
は
各
表
の
下
に
ま
と
め
た

の
で
、
自
地
域
の
取
り
組
み
へ
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

魅
力
的
な
特
産
品
が

総
合
的
な
満
足
度
を
支
え
る
？

都
道
府
県
別
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
延
べ
旅
行
者
数
の
増
減
を
見
て
い
く
と
、

今
年
の
国
内
旅
行
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
。

毎
年
恒
例
の
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
も
ご
紹
介
。

旅
行
者
数
増
加
率
ト
ッ
プ
は
富
山

デ
ー
タ
が
物
語
る
北
陸
新
幹
線
開
業
効
果

都道府県別

201
6

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

53.2	
41.3	
39.6	
35.1 
30.2 
28.9 
28.7 
28.7 
26.0 
25.4 

%
2

3

4

5

6

7

7

9

10

千葉県
沖縄県
和歌山県
長崎県
大阪府
三重県
栃木県
新潟県
北海道
福井県

第 位1

テーマパークやレジャースポットに評価
トップ3までは8年連続で同じ顔ぶれ。テーマパークや
レジャー施設の具体的な名前が理由に挙がるが、8連
続1位の千葉県ではホテル内のプールや子供向けの部
屋についてのコメントが見られた。新たにランクインし
た新潟県では「スキー場」「海水浴場」などが挙がった。

23.4%全体平均（前年度23.1%）

現地で良い観光情報を
入手できた都道府県

46.1	
41.1	
37.3	
36.9 
35.9 
35.7 
35.5 
33.7 
33.3 
33.2 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
奈良県
京都府
青森県
島根県
北海道
高知県
長崎県
広島県
愛媛県

第 位1

地元の人に聞く情報が評価される傾向
上位3府県は前年度と変わらず、島根県と高知県がトッ
プ10入り。おすすめの店や名所に関する情報のほか、
おトクな買い物方法や地元文化の由来、観光地が混
雑しない時間帯についての情報が人気で、とくに地元
の人から情報を得られると評価が高くなる傾向があった。

27.5%全体平均（前年度25.3%）

表6-2	項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

魅力的な宿泊施設が
多かった都道府県

57.4	
56.0	
53.1	
52.6 
51.9 
51.8 
51.1 
49.3 
48.7 
48.3 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

大分県
沖縄県
熊本県
和歌山県
千葉県
愛媛県
北海道
岐阜県
山形県
三重県

第 位1

老舗vs過ごし方、双方魅力になりうる
前年2位から返り咲いた大分県では別府や由布院の有
名老舗宿の名が挙がる。3位熊本県はコストパフォー
マンス、食事のおいしさなど、過ごし方の魅力が評価さ
れた。6位愛媛県は道後温泉が人気。10位三重県は
リゾートホテルなど具体的な施設名への言及が目立つ。

42.7%全体平均（前年度41.5%）

現地へのアクセスが
よかった都道府県

65.3	
64.6	
61.3	
60.7 
58.7 
54.4 
54.2 
51.8 
50.9 
50.5 
50.5 

%神奈川県
東京都
大阪府
福岡県
京都府
兵庫県
宮城県
愛知県
石川県
滋賀県
広島県

第 位1

都市部のほか、新幹線停車エリアに評価
1位〜6位までは前年度と変わらず、交通の便のよい都
市部が評価を集めた。新規ランクインしたのは石川県、
滋賀県、広島県。石川県については北陸新幹線開業に
よる関東方面からのアクセス改善が影響したとみられる。

48.6%全体平均（前年度47.2%）

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

55.7	
54.8	
50.7	
49.1 
46.9 
46.0 
45.5 
43.0 
42.5 
41.9 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

千葉県
沖縄県
長崎県
京都府
奈良県
島根県
大阪府
和歌山県
広島県
北海道

第 位1

北海道では早くも函館に注目が集まる
順位の変動はあったがトップ5は同じ顔ぶれ。3位長崎
県は「若者が楽しめる」と同様テーマパークのイルミネ
ーションや軍艦島（端島）ツアーが人気。10位の北海
道では「温泉」「すすきの」に次いで函館のスポットが
挙がり、新幹線開通に向けた注目度を感じさせた。

39.5%全体平均（前年度39.2%）

地元の人のホスピタリティを
感じた都道府県

46.5	
34.3	
34.1	
33.1 
32.0 
31.7 
31.6 
30.7 
30.5 
30.3 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
長崎県
高知県
岩手県
鹿児島県
宮崎県
山形県
徳島県
熊本県
北海道

第 位1

地元の人の「優しさ」「気さくさ」がカギ
沖縄県は2005年度以来連続の1位。「（人が）優しい」
とのコメントが目立った。6位→2位の長崎県、8位→3
位の高知県では、「気さく」「人当りがいい」などの評価。
新顔は7位山形県、8位徳島県、10位北海道。北海
道には「観光客に慣れている」というコメントも。

24.4%全体平均（前年度23.1%）

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

52.3	
49.9	
41.6	
37.7 
31.7 
28.4 
27.9 
27.8 
27.2 
26.8 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

千葉県
沖縄県
大阪府
長崎県
東京都
和歌山県
北海道
神奈川県
福岡県
三重県

第 位1

メディアで話題のスポットが人気に
上位3府県は2005年以来変わらず、5位までは前年度
と同順位。4位長崎県はテーマパークのイルミネーショ
ンや、メディアで多く報道された軍艦島（端島）などが
新たに人気を集めたとみられる。『初TABI in 伊勢』な
どで若年層獲得に取り組んできた三重県も10位に。

25.8%全体平均（前年度25.4%）

地元ならではの
おいしい食べ物が多かった都道府県

76.0	
75.1	
74.7	
74.3 
73.4 
73.1 
72.4 
71.6 
71.5 
71.4 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

石川県
北海道
沖縄県
富山県
香川県
鹿児島県
高知県
長崎県
広島県
福岡県

第 位1

旅行者増と同時に石川県がトップに
石川県は「海鮮・魚介類」が人気を集め前年度6位か
ら大きく上昇。8位長崎県は「ちゃんぽん」「海鮮・魚
介類」に次いで「佐世保バーガー」も人気。10位福
岡県は各種ラーメンに加えて「もつ鍋」「明太子」など
も評価された。高知県は2年連続1位からランクダウン。

59.0%全体平均（前年度57.9%）

魅力のある特産品や土産物が
多かった都道府県

69.0	
63.7	
62.7	
61.4 
60.8 
60.7 
60.2 
60.0 
59.9 
59.3 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
高知県
北海道
石川県
熊本県
青森県
京都府
富山県
鹿児島県
新潟県

第 位1

地域らしさ、わかりやすさが強みに
沖縄県は2005年度以来連続1位。「ちんすこう」「泡
盛」「シーサー」などが不動の人気を誇る。7位→2位
の高知県は「かつお」「かつお加工品」「芋けんぴ」、圏
外から5位に入った熊本県は「くまもんグッズ」が人気。
10位の新潟県は「日本酒」「地酒」が挙がった。

48.8%全体平均（前年度47.4%）

表4	 都道府県別延べ宿泊旅行者数
	 増加率ランキング

25.4
21.4
16.8
15.6
15.3
14.7
14.5
13.9
12.6
12.4
12.3
9.5
9.2

富山県
岡山県
宮城県
埼玉県
山形県
愛知県
茨城県
鳥取県
石川県
長野県
兵庫県
滋賀県
奈良県

37
35
56
18
26
58
15
17
40
89
61
14
11

増加率 増加数14年度➡15年度

万人％1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

（単位：万人）

全体増減のうち+100万人以上の項目に薄黄色の網掛け、ブロック別増減のうち+30万人以上の項目に薄黄色の網掛け、-30万人以上のものにオ
レンジの網掛けをした

北海道 東北 関東 東海 関西 中四国 九州 沖縄甲信越・
北陸

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

1,395
1,316
1,381

79
4

39
20
12
15
-16

4
6
-5

4,001
4,022
4,187

-21
16
-18
-14
18
-5

-10
-29
23
-1

2,083
1,922
1,972

161
-4
7

119
19
20
-8
1
6
1

1,760
1,761
1,950

-1
-5
8
1

17
-6
-6
-6
-5
0

2,492
2,461
2,500

31
3
-9
39
-13
-3
20
3
-7
-2

1,535
1,455
1,462

80
4
3

-14
10
12
10
20
32
3

1,789
1,843
1,879

-54
3
4

-55
-6
7
-8

-10
2
9

449
515
496
-66
-1
-6

-14
-8

-14
-15
-2
-4
-2

全体	15年度
	 14年度
	 13年度
15-14年度増減
北海道
東北
関東
甲信越・北陸
東海
関西
中四国
九州
沖縄

1,069
1,064
1,027

5
-5
-2
27
-1

-17
2
3
-3
-1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10

表6-1	総合的な満足度の
	 高かった都道府県ランキング

93.1	
89.1
88.9	
87.6 
87.1 
87.0 
86.3 
86.1 
85.3 
85.2 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
愛媛県
北海道
熊本県
京都府
高知県
長崎県
富山県
和歌山県
大分県

第 位1

82.3%全体平均（前年度83.2%）

表5	 居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数（14年度→15年度）
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行
実
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傾
向
。
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場
と
し
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と
は
い
え
、「
旅
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な
い
人
」
が
増
え
て
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る
の
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は
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旅
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し
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い
」
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行
に
行
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見
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図
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図9	 居住ブロック別宿泊旅行実施率
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表7	 この1年間に旅行に行かなかった理由全体トップ10（複数回答）
	 （ベース：1次調査回答者のうち、この1年間に国内宿泊旅行に行かなかったと回答した人）

何となく旅行を
しないまま過ぎた

家計の制約で旅行に
お金がかけられなかった

旅行に興味がなかった

休みが取れなかった

ペットがいた

将来が心配で
支出を抑えたかった

旅行したい人とスケジュール
が合わなかった

一緒に行く人が
いなかった

自分の健康上の理由
（治療などの必要）があった

介護しなければ
いけない家族がいた

全体

33.1

19.9

15.6

15.2

8.0

6.2

5.7

5.5

5.0

4.9

36.2

12.3

30.0

12.6

1.9

6.1

3.4

6.3

3.0

0.8

30.0

20.7

16.3

12.8

5.1

5.5

6.6

5.9

3.9

1.7

31.7

17.9

21.1

19.1

3.9

5.8

4.7

7.1

2.8

1.6

29.6

28.3

10.7

14.8

10.5

6.8

7.3

3.3

4.7

3.4

33.8

20.2

14.4

19.3

6.5

6.0

5.3

5.7

5.3

5.5

35.1

19.1

9.2

11.2

14.4

6.7

6.7

5.2

7.7

10.2

全体構成比より3ポイント以上高いものにオレンジ色の網掛けをした。

男性 男性女性 女性

35〜49歳 50〜79歳

男性 女性

20〜34歳（単位：%）

表8	 住所地別日本人出国率

25.9
19.5
15.7
14.5
14.4
14.3
14.2
13.3
13.0
12.9

東京
神奈川
千葉
大阪
愛知
兵庫
京都
奈良
滋賀
埼玉

-1.4
-3.8
-4.5
-5.1
-4.7
-5.3
-4.6
-7.5
-5.8
-4.9

2015年出国率 前年比

%％1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2.8
3.1
3.3
3.8
3.8
3.9
4.1
4.2
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図8	 旅行実施有無別の世帯年収分布（単一回答、ベース：1次調査回答者）
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出国率は、2015年の出国者数を2014年10月現在の人口で割った数値

総務省「平成27年家計調査」よりニッセイ基礎研究所作成
高齢者は世帯年収が低いため、都市部と比べて高齢化率の高い地方では年収が低く出やすい傾向がある
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『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
』
開
始
以

来
、
毎
年
増
加
し
て
い
る
の
が
１
人
旅
。

こ
こ
１
年
で
宿
泊
旅
行
を
実
施
し
た
人

に
１
人
旅
に
行
っ
た
か
ど
う
か
を
聞
い

た
質
問
に
も
、
20
〜
34
歳
男
性
で
は
２

人
に
１
人
近
く
、
35
〜
49
歳
男
性
で
も

３
人
に
１
人
以
上
が
「
行
っ
た
」
と
答

え
て
い
る
（
図
11
）。
一
方
で
減
少
し

て
い
る
の
が
、
小
学
生
以
下
の
子
連
れ

家
族
旅
行
。
調
査
開
始
時
の
２
０
０
４

年
度
と
２
０
１
５
年
度
を
比
較
す
る
と
、

全
体
で
14
・
６
％
→
11
・
２
％
と
約
３

ポ
イ
ン
ト
減
。
35
〜
49
歳
男
性
で
は
、

35
・
３
％
（
04
年
度
）
→
26
・
１
％

（
15
年
度
）
と
９
・
２
ポ
イ
ン
ト
も
減
少

し
て
い
る
。

　

背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ

の
年
代
の
男
性
の
未
婚
率
の
上
昇
だ

（
図
12
）。
１
９
８
０
年
代
に
は
１
ケ
タ

台
だ
っ
た
35
歳
〜
49
歳
男
性
の
未
婚
率

は
、
２
０
１
０
年
の
段
階
で
、
35
〜
39

歳
で
35
・
６
％
、
40
〜
44
歳
で
28
・
６

％
、
45
〜
49
歳
で
22
・
５
％
ま
で
上
昇
。

ま
も
な
く
発
表
さ
れ
る
２
０
１
５
年
の

結
果
で
は
、
34
歳
以
下
に
つ
い
て
は
横

ば
い
、
35
歳
〜
49
歳
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
核
家
族
化
が
進
み
、

兄
弟
も
少
な
い
現
代
の
実

家
は
居
心
地
が
よ
い
せ
い

か
、
親
と
の
同
居
率
が
高

い
の
も
特
徴
。
30
代
で
あ

れ
ば
親
も
現
役
で
働
い
て

い
る
可
能
性
も
高
く
、
金

銭
的
な
負
担
も
少
な
そ
う

だ
。
気
ま
ま
な
一
人
旅
が

増
え
る
の
も
無
理
は
な
い
。

　

国
内
旅
行
業
界
を
支
え

て
き
た
「
家
族
旅
行
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
縮
小
す

る
の
は
気
が
か
り
だ
が
、

１
人
旅
を
選
ぶ
旅
行
者
の

心
理
は
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
で
は
な
い
。
こ
の
１
年

間
に
１
人
旅
に
行
っ
た
理

由
（
表
９
）
を
問
う
と
、
女
性
を
中
心

に
「
一
緒
に
行
く
人
が
い
な
か
っ
た
」

と
い
う
理
由
も
挙
が
っ
た
が
、
多
数
を

占
め
た
の
は
「
自
由
で
気
楽
」「
興
味

を
深
め
る
に
は
適
し
て
い
る
」
と
、
敢

え
て
１
人
旅
を
選
ぶ
積
極
的
な
理
由
。

こ
う
し
た
旅
行
者
心
理
を
考
え
る
と
、

今
後
も
ま
す
ま
す
１
人
旅
が
伸
び
る
可

能
性
は
大
き
く
、
業
界
も
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
、
国
内
旅
行
市
場
全
体
が
拡
大

し
た
の
は
、
旅
行
者
１
人
あ
た
り
の
旅

行
実
施
回
数
と
１
回
あ
た
り
の
旅
行
費

用
の
増
加
に
よ
る
。
宿
泊
費
（
個
人
旅

行
の
場
合
）
に
つ
い
て
も
、
２
０
１
４

年
度
と
比
較
し
て
８
０
０
円
、
２
０
１

３
年
度
と
の
比
較
で
は
１
７
０
０
円
と
、

こ
の
２
年
で
大
き
く
上
昇
し
た
。
考
え

ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
が
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
急
増
に
伴
う
客
室
不
足
と
、

こ
れ
を
背
景
と
し
た
強
気
の
価
格
設
定
。

実
際
、
一
部
の
都
市
で
は
、
出
張
で
訪

れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
、
会
社
の
支
給

額
の
範
囲
で
宿
泊
で
き
な
い
と
い
う
事

態
も
問
題
と
な
っ
た
。

　

訪
日
外
客
数
は
２
０
１
３
年
に
１
０

０
０
万
人
を
超
え
て
以
来
、
２
０
１
４

年
に
は
１
３
０
０
万
人
、
２
０
１
５
年

に
は
１
９
０
０
万
人
を
突
破
。
外
国
人

宿
泊
者
数
も
連
動
し
て
加
速
度
的
に
伸

び
て
い
る
（
図
13
）。
と
く
に
外
国
人

宿
泊
者
数
が
多
い
の
は
東
京
、
大
阪
と

そ
の
近
郊（
表
10
）。
客
室
稼
働
率（
表

11
）
も
こ
れ
に
ほ
ぼ
連
動
す
る
形
で
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
客
室
不
足
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
と
く
に

東
京
と
比
べ
て
供
給
量
の
少
な
い
大
阪

で
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
。
Ｐ
８
で
紹
介

し
た
都
道
府
県
別
延
べ
宿
泊
者
数
増
加

率
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
東
京
、
大
阪
近

郊
の
地
域
が
多
く
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

た
（
Ｐ
８
表
４
参
照
）
が
、
こ
の
こ
と

か
ら
は
都
心
部
で
宿
泊
で
き
な
か
っ
た

人
が
近
郊
に
流
れ
た
可
能
性
も
読
み
取

れ
る
。
今
後
は
近
隣
地
域
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
ニ
ー
ズ
を
に
ら
み
つ
つ
、
自
地

域
に
宿
泊
客
を
誘
導
す
る
戦
略
も
あ
り

得
そ
う
だ
。

　

一
方
で
直
近
で
は
、
ホ
テ
ル
の
単
価

が
上
が
り
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
り
、
稼
働

率
の
低
下
傾
向
も
見
え
始
め
て
い
る
と

い
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
国
内
旅
行
者

の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
の
か
は
、
今

後
も
大
き
な
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

未
婚
率
ア
ッ
プ
に
伴
っ
て

家
族
旅
行
→
１
人
旅
へ
変
化

客
室
稼
働
率
全
国
ト
ッ
プ
は

外
国
人
宿
泊
数
も
多
い
大
阪

表10	都道府県別
	 外国人延べ宿泊者数トップ10
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10
観光庁「平成27年宿泊旅行統計調査」より作成観光庁「平成27年宿泊旅行統計調査」より作成
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図13	外国人延べ宿泊者数の推移
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表9	 この1年間に「1人旅」に行った理由（ベース:「1人旅」実施者、複数回答）

図11	宿泊旅行実施者のうち、この1年間に一人旅をした率
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１
人
旅
の
増
加
は
、
こ
こ
10
年
の
国
内
旅
行
業
界
の
大
き
な
ト
レ
ン
ド
の
一
つ
。

も
と
も
と
ヤ
ン
グ
男
性
に
多
い
１
人
旅
だ
が
、
30
代
・
40
代
で
も
増
え
て
い
る
背
景
に
は

こ
の
年
代
の
男
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
が
影
響
し
て
い
そ
う
だ
。

35
歳
～
49
歳
で
も
増
え
る
男
性
一
人
旅

背
景
に
親
元
暮
ら
し
独
身
者
の
増
加
?

1人旅増

Topic s

3

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
は
歓
迎
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
国
内
旅
行
へ
の
意
欲
を

削
い
で
い
る
と
し
た
ら
？
実
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
ど
の
程
度
影
響
し
て
い
る
の
か
、

ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
み
た
。

宿
泊
単
価
ア
ッ
プ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
あ
り

﹁
予
約
し
づ
ら
さ
﹂
が
国
内
旅
行
離
れ
を
生
む
?

インバウンド
影響

国立社会保障人口問題研究所「人口統計資料集（2016）」からニッセイ基礎研究所作成

図12	未婚率の推移（男性）
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国
内
旅
行
を
す
る
人
の
減
少
に
は
人

口
動
態
も
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
「
旅
行
で
き
る
年
齢
の

人
」
が
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て

家
計
の
変
化
も
あ
り
ま
す
ね
。
と
く
に

消
費
増
税
以
降
は
、
全
年
代
で
消
費
が

冷
え
込
ん
で
い
ま
す
。

　

実
は
今
の
20
代
〜
30
代
の
若
者
は
、

お
金
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
バ
ブ
ル
の
頃
は
銀
行
の
初
任
給

で
も
10
万
円
台
で
し
た
が
、
今
は
コ
ン

ビ
ニ
の
バ
イ
ト
で
も
月
20
万
円
稼
げ
ま

す
。
さ
ら
に
昔
と
比
べ
て
廉
価
か
つ
高

品
質
な
も
の
が
手
に
入
り
や
す
く
、
お

金
を
使
わ
な
く
て
も
楽
し
く
生
き
ら
れ

ま
す
。
た
だ
今
は
よ
く
て
も
将
来
は
不

安
。
年
２
４
０
万
円
の
収
入
は
、
親
元

暮
ら
し
の
独
身
者
に
は
十
分
で
も
、
結

婚
し
て
家
庭
を
持
つ
に
は
足
り
ま
せ
ん
。

若
い
世
代
の
収
入
が
伸
び
て
も
消
費
に

回
ら
な
い
の
は
こ
う
し
た
不
安
に
よ
る

も
の
で
し
ょ
う
。
不
安
と
い
え
ば
シ
ニ

ア
も
同
じ
。
年
金
の
受
給
年
齢
は
引
き

上
げ
ら
れ
る
し
医
療
費
の
負
担
は
増
す
。

こ
れ
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
で
生
活
し
て
い

る
シ
ニ
ア
は
お
金
を
使
え
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
中
で
お
金
を
使
っ
て
く
れ

そ
う
な
の
は
や
は
り
女
性
で
す
。
ま
ず
、

男
性
と
比
べ
る
と
女
性
は
消
費
性
向
が

高
い
。
男
性
が
お
金
を
持
つ
と
、
住
居

や
自
動
車
な
ど
の
大
物
に
は
使
う
の
で

す
が
日
常
生
活
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
対
し
て
女
性
で
は
、
全
部
の
支
出

が
ま
ん
べ
ん
な
く
増
え
ま
す
。
働
く
女

性
の
場
合
、
独
身
→
妻
→
母
と
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
、
自
分
の
た

め
の
消
費
か
ら
家
族
の
た
め
の
消
費
に

シ
フ
ト
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
消
費
は
変
わ
ら
ず
上
位
。

独
身
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
趣
味
や
お

し
ゃ
れ
を
楽
し
む
価
値
観
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
今
後
、
政
府
の
女
性
活
用
の
流

れ
が
進
み
、
働
く
女
性
が
増
え
て
お
金

に
余
裕
が
で
き
れ
ば
、
旅
行
に
も
動
い

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

注
目
ト
ピ
ッ
ク
ス
背
景
分
析
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

久
我
尚
子
さ
ん
は
、
統
計
と
消
費
者
行
動
の
専
門
家
。

今
後
の
国
内
旅
行
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
聞
い
て
み
た
。

若
者
も
高
齢
者
も
不
安
な
今
、

働
く
機
会
を
得
て
お
金
を
持
っ
た

女
性
の
消
費
性
向
の
高
さ
に
期
待

C o l u m n

早稲田大学大学院理工学研究科を修
了後、NTTドコモで調査を担当、その
後東京工業大学大学院で統計学を学
ぶ。専門は消費者行動、心理統計、金
融マーケティング。著書に『若者は本当
にお金がないのか？』（光文社新書）

ニッセイ基礎研究所
生活研究部主任研究員
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シ
ニ
ア
層
と
い
え
ば
、
国
内
旅
行
市

場
に
お
い
て
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
占

め
る
、
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
認
識
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
Ｐ
４
で
も
紹
介
し

た
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
の
宿
泊
旅
行
実
施

率
は
、
こ
こ
10
年
の
間
に
１
割
近
く
低

下
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
（
Ｐ
４
図
１

参
照
）。

　

こ
う
し
た
変
化
の
理
由
を
探
る
た
め

に
、
シ
ニ
ア
層
と
い
う
の
は
ど
う
い
う

人
た
ち
な
の
か
を
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

か
ら
見
て
い
こ
う
。

　

年
齢
別
の
金
融
資
産
保
有
割
合
（
図

14
）
を
見
る
と
、
シ
ニ
ア
＝
お
金
を
持

っ
て
い
る
世
代
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
と
く
に
こ

こ
15
年
の
推
移
を
み
る
と
、
40
代
以
下

の
金
融
資
産
が
相
対
的
に
減
る
一
方
で

70
代
の
金
融
資
産
が
増
え
、
今
や
60
代

以
上
が
全
体
の
６
割
以
上
の
資
産
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
高
齢
化
に

伴
い
、
70
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
親
や

配
偶
者
の
財
産
を
相
続
す
る
人
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
理
由
の
一
端
だ
ろ
う
。

株
式
な
ど
の
有
価
証
券
保
有
率
（
図

15
）
も
年
齢
と
と
も
に
上
昇
。
こ
の
た

め
シ
ニ
ア
の
消
費
は
株
価
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
初
期
の
株

高
期
に
百
貨
店
消
費
が
増
え
る
原
動
力

と
も
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
一
方
で
、

株
安
期
に
は
消
費
を
手
控
え
る
傾
向
も

あ
る
。
現
役
で
職
に
就
い
て
い
る
人
を

除
き
、
あ
く
ま
で
ス
ト
ッ
ク
で
生
活
し

て
い
る
た
め
、
消
費
に
は
慎
重
で
も
あ

る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
シ
ニ
ア
の
消
費
の
中
心
は

日
常
消
費
。
老
後
の
生
活
で
重
視
し
た

い
こ
と
を
聞
い
た
調
査
（
図
16
）
で
は
、

健
康
維
持
や
家
族
と
の
生
活
が
重
視
さ

れ
、
国
内
旅
行
を
挙
げ
る
人
は
５
割
を

切
っ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
の
シ
ニ
ア
向
け
製

品
が
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
す
一
方
、
団
塊

世
代
が
60
歳
、
65
歳
の
節
目
を
迎
え
る

際
、
退
職
金
に
よ
る
非
日
常
消
費
が
全

く
振
る
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
日
常
重

視
の
消
費
性
向
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
点
に
加
え
、
子
世
代
の
経

済
的
な
安
定
感
の
な
さ
も
、
シ
ニ
ア
の

消
費
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。若
年
層
の
非
正
規
雇
用（
図

17
）
は
年
々
増
え
、
25
〜
34
歳
の
男
性

で
も
２
割
に
近
づ
い
て
い
る
。
い
ざ
と

い
う
と
き
子
供
に
頼
れ
な
い
と
い
う
環

境
で
は
、
親
世
代
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
』

で
は
、旅
行
を
し
な
い
理
由
と
し
て「
介

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
が
い

た
」
を
挙
げ
た
人
が
シ
ニ
ア
女
性
で
１

割
を
超
え
た
（
Ｐ
10
表
７
参
照
）。
要

支
援
・
要
介
護
者
の
割
合
を
年
代
別
に

見
て
み
る
と
（
図
18
）、
75
歳
〜
79
歳

で
１
割
に
達
し
そ
の
後
は
５
歳
ご
と
に

倍
増
。
ち
ょ
う
ど
旅
行
に
動
け
る
シ
ニ

ア
層
の
親
世
代
が
、
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
日
常
重
視
の
消
費
傾
向
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
子
世
代
、

親
世
代
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を
抱
え
て
い

る
現
代
の
シ
ニ
ア
層
。
そ
れ
で
も
人
口

が
多
い
た
め
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
シ
ニ
ア
戦
略
に
は
、
こ
う
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
へ
の
理
解
も
欠
か
せ
な

い
と
い
え
そ
う
だ
。

シ
ニ
ア
消
費
は
日
常
優
先

家
族
の
不
安
で
さ
ら
に
手
控
え
？

図17	若年層の非正規雇用者の推移
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シ
ニ
ア
＝
旅
行
好
き
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
果
た
し
て
正
し
い
の
か
？

彼
ら
の
経
済
事
情
や
消
費
傾
向
を
デ
ー
タ
で
見
て
い
く
と
、

シ
ニ
ア
世
代
の
宿
泊
旅
行
実
施
率
低
下
の
理
由
が
見
え
て
く
る
。

旅
行
実
施
率
低
下
傾
向
の
背
景
に
、

貯
蓄
生
活
×
子
世
代
の
経
済
的
不
安
定

シニア旅

図15	世帯主の年齢別二人以上世帯の有価証券保有率
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図14	年齢別金融資産保有割合の推移
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